
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出前講座の実績 

 

年月日 開 催 地

20180531 北海道総支部

20180803 四国総支部

20181214 沖縄総支部

20190111 千葉大学

20190121 近畿総支部

20190131 (一社)横浜市造園協会

20190906 東京都支部

20190926 千葉県支部

20190927 埼玉県立熊谷農業高校

20191004 沖縄県立中部農林高校

20191120 (一社)横浜市造園協会

20191221 東京都立農芸高校

20200128 九州総支部・地域リーダーズ

20200215 富山県立中央農業高校

20220609 仙台高専

20221020 富山県立中央農業高校

20221205 新潟バイオ・園芸専門学校

20230124 日本大学

20230614 東京都立城東職業能力開発センター

20230710 富山県立中央農業高校

20230725 岐阜県立国際園芸アカデミー

20230831 秋田県立金足農業高校

20231017 京都府立農芸高校

20231213 東京都立城東職業能力開発センター

20240221 岐阜県立国際園芸アカデミー

20240417 東京都立城東職業能力開発センター

20240619 東京都立城東職業能力開発センター

20240626 仙台高専

20240710 富山県立中央農業高校

20240918 東京都立城東職業能力開発センター

20241127 福島県立福島明成高校

20241211 東京都立城東職業能力開発センター

20250115 愛知県立稲沢緑風館高校

20250127 岐阜県立国際園芸アカデミー

20250312 東京都立城東職業能力開発センター

20250610 西武造園株式会社

20250611 東京都立城東職業能力開発センター

 

 

 

 

 

 

 
 

出前講座 

 の 

御案内 

 

●「出前講座」の概要 

１．名称 出前講座事業   

２．対象  

・支部、総支部の経営者・新入社員・若手社員 

・大学、専門学校、高専、農業高校等 

３．形式 

・面前による講座 

・リモートによる講座（本部，受講者、部会参加者） 

・リモートと現地チームによる混合講座 

４．手法 

・座学＋セッション形式 

・ワークショップ形式 

５．時間 

・要望の時間に対応するが、90 分以上がベター 

 セッションの時間が十分獲得できる。 

 高校の場合、食後の時間は避けたい。 

・経営者・新入社員向けは 2 時間以上 

・父兄参加も可能 

６．協力体制   

・各総支部・支部 

・地域リーダーズ 

 

●申し込み・問い合わせ 

・日本造園建設業協会 本部 

  担当 横石 ひとみ 

  電話 ０３－５６８４－００１１ 

  メール soumu02@jaic.or.jp 

（一社）日本造園建設業協会 

造園領域発展戦略委員会 

女性活躍推進部会 

 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出前講座はこんなふうにやります－日本大学（90 分）の例－ 

出前講座の講座は「造園建設業の仕事入門」をベースにして作成したパワーポイントで造園の仕事

の概要を説明します。 

それからセッションをやります。出前講座の主役は参加者の学生ですが、セッションの時間は、な

かなか質問などが出ません。そこで、メンバーは必ず質問を用意して参加します。これは若い人達

の就業へのニーズを聞く場でもあります。セッションが楽しいというアンケートの意見は、自分た

ちの参加性が高まり、仲間が何を考えているかを聞けることもあるのではないでしょうか。 

Ａ勿論！公園で子供た

ちに環境プログラムがで

きるね。 

Ｑ会社はどんな環境

がいい？ 

 

Ｑ鳥が好きなのです

が、仕事の役にたちま

すか？ 

Ａみんなと色々な話が

できる環境！ 

メンバー 

参加者 

 

 

  

 

 

 

出前講座の始まり、始まり 

① 先生の挨拶に続き、日

造協チームの自己紹介 

メンバー5 名＋藤沢のナー

セリー社長がゲスト参加 

名前と専攻・仕事 

②パワーポイント２３枚を活

用した講座「造園の仕事入

門」。講座開催県の名所や

植物名のクイズもあるよ！ 

③セッションの始まり 

１、２、３年生の代表者によ

る自己紹介［就活面接に自

己紹介は必須］ 

④生徒からチームへ質疑応

答、チームから生徒へ質問 

生徒が話し慣れてくる！ 

⑤マイクを持って走ります。 

目指すは生徒全員発言。 

全員発言しました。目標達成。 

⑦先生の感想とご挨拶 

 

（９０分終了） 

⑥日造協からのアンケート記

載。先生を含め全員にお願い。

みんな書いてくれました。 

 

トイレ休憩（ここまで４５分）

 

Ｑ屋外での仕事が多

いけれど大丈夫？ 

Ａ体力もあるし、外の

方が好きです！ 


